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心
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
現
代
を
生
き
抜
く
力
を
身
に
つ
け
る

加
藤
先
生
は
、
心
、
生
き
方
な
ど
人
間
の
根
源

的
な
テ
ー
マ
か
ら
、
親
子
関
係
、
い
じ
め
、
働
き

方
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
今
日
的
な
社
会
問
題

ま
で
、
数
多
く
の
著
書
を
執
筆
。
ま
た
ラ
ジ
オ
番

組『
テ
レ
フ
ォ
ン
人
生
相
談
』（
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
系
）

の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
40
年
以
上
務
め
て
お
り
、

お
だ
や
か
な
語
り
口
と
、
と
き
に
厳
し
く
核
心
を

突
い
て
相
談
者
を
諭
す
様
子
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

ラ
ジ
オ
番
組
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、
時
代

を
映
す
鏡
の
よ
う
な
も
の
。「
現
代
は
、
生
き
づ

ら
さ
や
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い
と
感
じ
ま

す
ね
」と
、
加
藤
先
生
は
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
背

景
を
受
け
、
加
藤
先
生
が
講
座
で
取
り
上
げ
る
の

は
、「
今
、
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

事
実・
事
象
を
心
理
的
な
側
面
か
ら
と
ら
え
る
こ

と
」。
表
面
化
し
て
い
る
出
来
事・問
題
に
目
を
向

け
る
だ
け
で
は
な
く
、
背
後
に
あ
る
人
の
心
を
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
で
解
決
へ
と
至
る
道
の
り
を

考
え
る
こ
と
で
す
。〝
心
〟は
、す
べ
て
の
人
に
と
っ

て
身
近
な
テ
ー
マ
と
い
え
ま
す
が
、「
多
く
の
人

は『
自
分
は
人
の
心
を
わ
か
っ
て
い
る
』と
思
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、そ
れ
は
錯
覚
。
実
の
と
こ
ろ
、

自
分
の
心
さ
え
ま
っ
た
く
理
解
で
き
て
い
な
い
の

で
す
」と
加
藤
先
生
は
話
し
ま
す
。

そ
こ
で
講
座
で
は
、
新
聞
記
事
や
、
と
き
に
は

ラ
ジ
オ
番
組
の
相
談
内
容
も
取
り
上
げ
な
が
ら
、

問
題
の
背
後
に
ど
ん
な
心
理
が
隠
さ
れ
て
い
る
の

か
を
丁
寧
に
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
き
ま
す
。
受
講

に
あ
た
っ
て
は
春
期
と
秋
期
を
継
続
す
る
こ
と
を

条
件
に
定
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も「
人
の
心
を

体
系
的
に
学
び
、
正
し
く
理
解
し
て
ほ
し
い
」と

い
う
加
藤
先
生
の
強
い
思
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
ん
な
加
藤
先
生
の
講
座
を
受
講
す
る
人
た

ち
も
、
学
び
へ
の
意
識
が
非
常
に
高
い
と
い
い
ま

す
。
社
会
問
題
に
関
心
を
も
つ
人
や
、
な
か
に
は

自
身
や
身
の
回
り
で
心
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
と

い
う
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
講
義
は
白
熱
し
、
す

べ
て
の
人
が
集
中
し
、
加
藤
先
生
の
言
葉
を
ひ
と

こ
と
も
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
す
。「
講
義
は
、
講
師
と
受
講
生
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
私
が
こ
の
人
た
ち
に
話
を

し
た
い
。
相
手
も
私
に
話
を
し
て
ほ
し
い
と
思

う
。
こ
う
し
て
相
互
の
気
持
ち
が
通
じ
合
う
講
義

は
、感
動
の
時
間
に
な
り
ま
す
」。
受
講
生
に
と
っ

て
も
講
師
に
と
っ
て
も
、
単
な
る
時
間
つ
ぶ
し
に

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
講
義
は
し
た
く
な
い
。
80

歳
を
超
え
て
な
お
、「
最
高
の
講
義
を
し
た
い
」と
、

加
藤
先
生
は
熱
く
話
し
ま
す
。「
生
き
に
く
さ
と

い
う
誰
に
で
も
共
通
す
る
課
題
を
、
生
き
て
い
く

力
に
変
え
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
講

座
を
通
じ
て
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

開拓
ちのかいたく

える人教
加
藤 

諦
三
先
生

担当講座
「心の健康と性格」
「恥ずかしがり屋の性格とレジリエンス」
「現代と心の病」
「人間であるにも拘わらず」

（
か
と
う 

た
い
ぞ
う
）　

東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
卒
業
、
同
大
学

院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
東
京
都
青
少
年
問
題
協
議
会
副
会
長

15
年
歴
任
。
'09
年
東
京
都
功
労
者
表
彰
。
'16
年
瑞
宝
中
綬
章
受
章
。
現
在
、

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
研
究
所
客
員

研
究
員
、日
本
精
神
衛
生
学
会
顧
問
。
社
会
心
理
学
に
関
す
る
著
書
多
数
。

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
系
ラ
ジ
オ
番
組「
テ
レ
フ
ォ
ン
人
生
相
談
」に
出
演
中
。

加藤先生の 学びの提言
著・訳書紹介
『どんなことからも立ち直れる人
逆境をはね返す力�「レジリエンス」の獲得法』（PHP研究所）
レジリエンスとは、人生の挫折に対処する能力。本
書ではこのレジリエンスを、実例を通して理解する
ことで、生きづらさを抱えるすべての人が「自ら幸せ
を得る力」を取り戻すための書である。
『無理しないほうが愛される』 （三笠書房）
人間というのは、無理をしないで素直な気持ちでい
ると、その人が気づいていない「魅力」が自然と表わ
れるものである。「自己肯定感」を取り戻すシンプル
で具体的な方法が記載された1冊。
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10
年
受
講
し
て
い
て
も
、
も
っ
と
加
藤
先
生
の
お
話
を
聞
き
た
い

大
学
時
代
に
社
会
心
理
学
を
専
攻
し
て
い
た

と
い
う
戸
村
さ
ん
。
人
の
心
理
に
つ
い
て
は
す
で

に
知
識
を
お
持
ち
で
す
が
、「
加
藤
先
生
の
講
座

は
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
発
見
や
新
し
い
気
づ
き

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

戸
村
さ
ん
が
加
藤
先
生
の
講
座
に
出
合
っ
た

の
は
２
０
１
０
年
。
4
人
の
お
子
さ
ん
の
子
育
て

が
一
段
落
し
た
こ
ろ
、「『
自
分
と
向
き
合
う
心
理

学
』と
い
う
講
座
名
に
惹
か
れ
て
」受
講
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。『
自
分
と
向
き
合
う
心
理
学
』

は
、
加
藤
先
生
の
講
座
の
な
か
で
も
入
門
編
的
な

位
置
づ
け
の
講
座
で
す
。「
そ
こ
で
、
自
分
の
な

か
に〝
意
識
〟と〝
無
意
識
〟と
い
う
2
つ
の
側
面
が

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
と
向
き

合
い
無
意
識
を
深
掘
り
し
て
い
く
過
程
で
、
そ
れ

ま
で
私
の
中
で
モ
ヤ
モ
ヤ
し
て
い
た
も
の
が「
あ

あ
、
無
意
識
に
こ
う
思
っ
て
い
た
か
ら
モ
ヤ
モ
ヤ

し
た
の
か
」と
明
確
に
言
語
化
さ
れ
、
心
の
中
が

整
理
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
」。

以
降
も
、『
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
論
』『
神
経
症
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』な
ど
の
加
藤
先
生
の
講

座
を
受
講
し
、
学
び
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
戸
村

さ
ん
。な
か
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
だ
と
い
い
ま

す
。「
２
０
１
９
年
春
期
に
受
講
し
た『
恥
ず
か
し

が
り
屋
の
性
格
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
』で
は
、
恥
ず

か
し
が
り
屋
と
い
う
性
格
に
も
、
子
ど
も
の
頃
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
背
後
に
隠
れ
て
い

る
と
い
う
話
を
伺
い
、
自
分
の
子
育
て
を
振
り
返

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」と
い
う
気
づ
き
は
、
育

児
を
経
験
し
た
今
の
戸
村
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
得
ら

れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
戸
村
さ
ん
自
身
は
す
で
に

子
育
て
を
卒
業
し
ま
し
た
が
、
現
在
、
乳
幼
児
の

育
児
に
奮
闘
す
る
娘
さ
ん
に
、
講
座
で
学
ん
だ
こ

と
を
お
話
し
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
約
10
年
に
わ
た
り
加
藤
先
生
の
講
座

を
受
講
し
続
け
て
い
る
戸
村
さ
ん
で
す
が
、「
も
っ

と
も
っ
と
加
藤
先
生
の
お
話
を
聞
き
た
い
。
次
は

ど
ん
な
お
話
が
聞
け
る
ん
だ
ろ
う
と
、
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
戸
村

さ
ん
に
つ
い
て
、
加
藤
先
生
は「
と
て
も
熱
心
な

受
講
生
で
す
ね
。
戸
村
さ
ん
は
長
年
、
私
の
講
座

で
ま
と
め
役
を
担
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
。
懇

親
会
の
幹
事
を
し
て
く
れ
た
り
、
名
簿
を
作
っ
て

く
れ
た
り
。
お
か
げ
で
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
ま
と

ま
り
、
非
常
に
質
の
高
い
講
義
が
で
き
ま
す
」。

戸
村
さ
ん
は「
今
後
は
、
加
藤
先
生
に
学
ん
だ

こ
と
を
何
か
に
活
か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生

え
始
め
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
も

と
に
、
子
育
て
支
援
な
ど
社
会
の
役
に
立
ち
た
い

で
す
」と
話
し
ま
す
。
新
し
い
目
標
を
見
つ
け
た

戸
村
さ
ん
の
真
摯
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

の知

ぶ人学

戸
村 

順
子
さ
ん 2019年度 受講講座

「心の健康と性格」
「恥ずかしがり屋の性格とレジリエンス」

戸村さんの 学びの履歴書
受講科目
2019年度	 ●恥ずかしがり屋の性格とレジリエンス
	 ●心の健康と性格 
2018年度	 ●心の健康と体の健康　●心の健康と性格 
2015年度	 ●ストレスの時代
2014年度	 ●人間であるにも拘わらず
2013年度	 ●神経症とコミュニケーション
2012年度	 ●現代と心の病
2011年度	 ●パーソナリティ論
	 ●�記念式典【早稲田大学エクステンションセンター

創立30周年・八丁堀校開設10周年】
2010年度	 ●�自分と向き合う心理学
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一
般
部
門 

優
秀
賞 「
リ
レ
ー
日
記
」

�

今
野 

千
保
さ
ん（
2
0
1
8
年
入
会
）

　
97
歳
ま
で
、毎
日
、料
理
や
レ
ー
ス
編
み
を
楽
し
ん
で
い
た
母
。
突
然
、

ぐ
っ
た
り
し
て
、
緊
急
入
院
。
心
不
全
が
悪
化
し
て
い
た
。

　
唯
一
の
同
居
人
で
あ
る
、
私
。
ほ
ぼ
毎
週
、
山
形
へ
の
出
張
が
入
る
。

早
朝
、
病
院
に
寄
り
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
な
が
ら
出
発
。
3
日
目
の
夜
、

東
京
に
戻
り
病
院
に
直
行
。
不
在
中
の
容
態
を
、
知
り
た
い
。
心
配
で
、

不
安
で
、
夜
勤
の
看
護
師
さ
ん
を
質
問
攻
め
。
勤
務
交
代
し
た
ば
か
り

で
、情
報
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
仕
事
を
辞
め
よ
う
か
と
、思
い
悩
ん
だ
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、20
代
の
若
い
看
護
師
さ
ん
か
ら
、救
い
の
提
案
。「
毎

日
、
様
子
を
メ
モ
し
ま
し
ょ
う
か
？
　

2
、
3
行
く
ら
い
し
か
書
け
ま

せ
ん
け
ど
」。
あ
り
が
た
く
て
、
涙
が
出
た
。
さ
っ
そ
く
、
昼
夜
勤
ナ
ー

ス
た
ち
に
よ
る
、
リ
レ
ー
日
記
が
始
ま
る
。
病
院
に
到
着
す
る
や
い
な

や
、
チ
ェ
ス
ト
の
引
き
出
し
を
開
け
た
。
小
さ
な
メ
モ
用
紙
。
難
聴
の

母
と
の
会
話
用
に
、
持
参
し
た
も
の
だ
。
丁
寧
な
丸
っ
こ
い
文
字
が
、

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

　「
昨
夜
は
お
薬
を
飲
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
ム
ツ
交
換
時
に
は
、
腰

上
げ
を
協
力
し
て
く
れ
ま
す
」（
Y
）

　「
今
日
は
お
熱
が
出
ま
し
た
が
、
昼
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
2
口
、
高
カ
ロ

リ
ー
飲
料
1
本
、
飲
み
ま
し
た
。
猫
の
写
真
集
を
見
て
、
お
話
も
し
ま

し
た
」（
S
）

　
私
も
、
毎
回
、
お
礼
を
書
い
た
。
心
が
救
済
さ
れ
て
い
く
。

　
母
は
、
戦
時
中
、
従
軍
看
護
婦
だ
っ
た
。「
あ
ら
、
大
先
輩
ね
」と
言

わ
れ
、
は
に
か
ん
で
い
た
の
は
、
つ
い
先
日
。
血
流
が
悪
く
、
足
の
指

が
1
本
、
壊
死
。
切
断
手
術
後
、
目
を
閉
じ
て
い
る
時
間
が
増
え
た
。

　
あ
る
日
、
K
さ
ん
が
、
病
室
に
い
た
。「
夜
勤
明
け
。
帰
宅
前
に
お

顔
が
見
た
く
て
。
い
つ
も
笑
顔
に
、パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
」。

眠
っ
て
い
る
母
に
頬
を
寄
せ
な
が
ら
、
言
う
。

　
21
人
も
の
天
使
た
ち
が
、
約
2
カ
月
間
綴
っ
た
、
リ
レ
ー
日
記
。
2

年
半
た
っ
た
今
で
も
、
温
か
い
気
持
ち
が
、
沁
み
る
。「
大
先
輩
」も
、

最
期
に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
、
伝
え
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
公
社
）日
本
看
護
協
会
主
催
　
第
9
回「
忘
れ
ら
れ
な
い
看
護
エ
ピ
ソ
ー
ド
」

受
講
生
の
作
品
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
早
稲
田
校「
水
彩
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」「
水
彩
自
由
画
講
座
」（
出
口

雄
大
先
生
）、「
風
景
の
詩
講
座
」（
南
口
清
二
先
生
）、
中
野
校「
西
洋
書
道 

カ
リ

グ
ラ
フ
ィ
ー
教
室
」（
阿
部
久
代
先
生
）、「
基
礎
か
ら
の
エ
ッ
セ
イ
教
室
」（
花
井
正

和
先
生
）の
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
々
の
作
品
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ワ
セ
モ
リ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

受
講
生
の
作
品
を
ご
紹
介

「
水
彩
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」「
水
彩
自
由
画
講
座
」（
早
稲
田
校
）

「
風
景
の
詩
講
座
」（
早
稲
田
校
）

「
西
洋
書
道 

 

カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー
教
室
」（
中
野
校
）

「
パ
ン
と
く
だ
も
の
2
0
1
9
」

日
野 

佐
和
子
さ
ん

（
2
0
1
7
年
入
会
）

「
追
憶
」

山
下 

徳
子
さ
ん

（
2
0
0
5
年
入
会
）

「H
om

m
age à Jackson

」

辻
本 

紘
一
さ
ん

（
2
0
0
3
年
入
会
）

「
里
山
」

森
田 

延
子
さ
ん（
2
0
0
4
年
入
会
）

「
Y
字
路
の
パ
ブ
」

茂
又 

好
文
さ
ん（
2
0
0
5
年
入
会
）

「幻の屋久杉」
川合 睦子さん（2017年入会）
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紺碧賞メッセージ

修了メッセージ
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単
位オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
講
座
に
は
独
自
の
単
位
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。（
90
分
授
業
×
5
回
＝
7・5
時
間
で
1
単
位
）講
座
で
は
、出
席
カ
ー

ド
に
よ
り
出
欠
を
確
認
し
ま
す
。
全
授
業
回
数
の
2
／
3
以
上
の
出
席
を

も
っ
て
所
定
の
単
位
取
得
と
な
り
ま
す
。（
ビ
ジ
タ
ー
の
方
を
除
く
。）

目
指
せ
！　

修
了
生

76
単
位
を
取
得
さ
れ
る
と
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
修
了
と
な
り
、
オ
ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
修
了
証
書・紺
碧
賞
授
与
式
に
て「
修
了
証
書
」を
授
与
し
ま

す
。
修
了
後
は
終
身
会
員
と
な
り
、
以
後
の
会
員
更
新
料
が
不
要
と
な
る

他
、
早
稲
田
大
学
の「
推
薦
校
友
」に
推
薦
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
修

了
生
の
親
睦
組
織「
稲
修
会
」に
も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

推
薦
校
友
と
は

早
稲
田
大
学
の
卒
業
生・教
職
員
校
友・推
薦
校
友・早
稲
田
大
学
名
誉

博
士
は「
校
友
」と
呼
ば
れ
ま
す
。
推
薦
校
友
は
、
早
稲
田
大
学
校
友
と
し

て
推
薦
さ
れ
る
要
件
を
満
た
し
、
早
稲
田
大
学
の
同
窓
会
組
織「
早
稲
田

大
学
校
友
会
」に
承
認
さ
れ
た
方
を
指
し
ま
す
。「
早
稲
田
大
学
校
友
会
」

の
正
会
員
と
な
り
ま
す
。

憧
れ
の
紺
碧
賞

さ
ら
に
取
得
単
位
が
1
5
0
単
位
と
な
り
ま
す
と「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
紺
碧
賞
」を
授
与
し
ま
す
。
紺
碧
賞
は
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
最
高
峰

で
す
！

単
位
・

修
了

紺
碧
賞

ご
案
内

の

　

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

最
初
の
講
座
は
、
岩
田
孝
先
生
の

「
英
語
で
読
む
東
洋
思
想
」で
し

た
。
原
典
か
ら
仏
教
を
理
解
す
る

と
い
う
教
え
に
感
銘
を
受
け
、
続
け
て
受
講
し
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
当
時
、
仕
事
上
の
必
要
か
ら「
時
事
英
語
」

を
選
択
し
、
及
川
裕
子
先
生
か
ら
世
界
の
動
静
を
感
知

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

4
年
前
よ
り
仏
教
の
勉
強
を
再
開
し
、
岩
田
先
生
の

講
義
に
復
帰
、
吉
村
誠
先
生
か
ら
唯
識
思
想
の
難
し
さ
、

村
松
哲
文
先
生
か
ら
仏
教
美
術
の
奥
深
さ
を
学
び
、
齋

藤
直
樹
先
生
の
講
座
で
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
仏
典
に

触
れ
、
今
や
、
仏
教
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
長
い
間
学
び
続
け
ら
れ
た
の
は  

「
共
に
学

ん
で
共
に
語
る
」  

こ
の
雰
囲
気
が
早
稲
田
大
学
オ
ー
プ

ン
カ
レ
ッ
ジ
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
学
友
と
と
も
に
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

技
術
屋
生
活
を
終
え
、
早
稲
田

の
修
士
課
程
を
２
年
間
聴
講
の

後
、
修
士
入
学
に
挑
戦
し
た
２
次

試
験
の
面
接
で
、
先
生
か
ら「
大

学
院
と
は
、
自
分
で
決
め
た
テ
ー
マ
を
深
く
研
究
す
る

所
で
す
が
、
あ
な
た
は
対
象
が
広
過
ぎ
る
」と
指
摘
さ
れ
、

紹
介
さ
れ
た
の
が
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
し

た
。
そ
の
後
９
年
経
過
し
た
今
で
も
、
真
に
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

何
か
を
学
ぶ
と
、
何
が
分
か
っ
て
い
な
い
か
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
中
世
か
ら
始
め
た
歴
史
は
縄
文
に
な
り
、

さ
ら
に
チ
バ
ニ
ア
ン
に
な
り
。
活
字
で
読
ん
だ
古
典
は
手

書
き
古
文
書
に
な
り
。

　

早
稲
田
大
学
内
外
の
強
力
な
教
授
陣
と
充
実
し
た
講
座

内
容
、
真
摯
に
学
ぶ
仲
間
達
、
楽
し
い
研
修
旅
行
。　
　

　

日
々
新
た
な
り
。
健
康
を
恵
ん
で
く
れ
た
両
親
と
、

八
百
万
の
神
様
仏
様
に
感
謝
す
る
毎
日
で
す
。

　

定
年
が
近
づ
き
始
め
た
頃
、
既

に
当
カ
レ
ッ
ジ
の
会
員
だ
っ
た

友
人
か
ら
講
座
案
内
の
冊
子
を

借
り
る
と
、
面
白
そ
う
な
講
座

が
目
白
押
し
で
し
た
。
早
速
昔
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
西

洋
史
と
西
洋
美
術
史
を
、
次
か
ら
次
へ
と
受
講
し
て
い

る
内
に
、
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
自
分
の
目
で
直
接
確
か

め
た
く
な
り
、
イ
タ
リ
ア
語
も
加
わ
っ
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
で
も
多
く
の
先
生
か
ら
学

ぶ
こ
と
で
、
異
な
る
視
点
を
持
て
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
そ
し
て
２
０
１
９
年
に
は
、
諸
川
春
樹
先
生
の
ご

指
導
の
下
で「
近
世
絵
画
の
扉
を
開
い
た
芸
術
家
た
ち
」

と
い
う
論
文
に
挑
戦
し
、
時
代
・
社
会
の
変
遷
と
図
像
と

の
関
連
を
検
証
し
て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
絵
画
は

常
に
時
代
を
映
し
出
す
鏡
で
あ
る
と
確
認
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
は
次
の
研
究
テ
ー
マ
探
し
で
す
。

「
好
奇
心
が
学
び
の
糧
」

�

山
口 

薫
さ
ん（
1
9
9
9
年
入
会
）

「
好
き
こ
そ
上
手
は『
？
』」

�

石
本 

礼
二
さ
ん（
2
0
1
1
年
入
会
）

「
感
性
と
想
像
力
を
大
切
に
」

�

太
田 

順
久
さ
ん（
2
0
1
4
年
入
会
）
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ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
の
展
望

9
月
20
日
に
開
催
の「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
」を
目
前
に
お
招
き
し
た

の
は
、
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー
蹴
球
部
元
監
督
で
、

ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
ヤ
マ
ハ
発
動
機
ジ
ュ
ビ

ロ
前
監
督
の
清
宮
克
幸
氏
と
ラ
グ
ビ
ー
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
村
上
晃
一
氏
。
早
稲
田
大
学
ラ
グ
ビ
ー

蹴
球
部
の
お
話
を
中
心
に
対
談
は
進
み
、ラ
グ
ビ
ー

の
魅
力
や
W
C
の
み
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
も
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

清
宮
氏 

大
学
で
は〝
練
習
前
練
習
〟、〝
練
習
後

練
習
〟が
あ
っ
て
、
本
当
に
キ
ツ
か
っ
た
で
す
ね

（
笑
）。
部
員
の
半
分
は
浪
人
で
入
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
弱
い
チ
ー
ム
を
強
く
す
る
独
自
の
理
論
が

あ
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
の
こ

だ
わ
り
と
し
て
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
フ
ラ
ン

カ
ー（
背
番
号
6
番
、
7
番
）や
僕
が
務
め
た
ナ
ン

バ
ー
8
の
走
る
コ
ー
ス
取
り
を
指
導
さ
れ
る
の

が
、
早
稲
田
な
ら
で
は
で
し
た
。
な
ぜ
ナ
ン
バ
ー

8
に
任
せ
る
か
と
い
え
ば
、
タ
ッ
ク
ル
ポ
イ
ン
ト

や
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
を
一
歩
で
も
前
に
持
っ

て
い
き
た
い
か
ら
。
力
が
弱
い
者
が
い
か
に
勝
つ

か
と
い
う
戦
略
で
し
た
。

や
が
て
4
年
生
に
な
り
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な
っ

た
清
宮
氏
は
、「
違
う
ス
タ
イ
ル
の
ラ
グ
ビ
ー
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
」と
O
B
会
で
相
談
し
、

シ
ョ
ー
ト
ラ
イ
ン
戦
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
。

結
果
、
全
国
大
学
選
手
権
で
日
本
一
の
栄
光
に
輝

き
ま
し
た
。

清
宮
氏 

最
後
の
1
年
間
だ
け
は
そ
れ
ま
で
の
早

稲
田
と
は
ま
っ
た
く
違
う
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
僕
は
早
稲
田

の
伝
統
の
ラ
グ
ビ
ー
を
破
壊
し
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
で
も
、
早
大
ラ
グ
ビ
ー
蹴
球
部
に
と
っ
て

大
事
な
の
は
、
自
分
た
ち
の
ラ
グ
ビ
ー
を
定
義
し

な
が
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
突
き
詰
め
る
こ
と
だ

と
思
う
ん
で
す
。

村
上
氏 

僕
は
当
時
の
快
進
撃
を
見
て
い
た
世
代

な
の
で
、
清
宮
さ
ん
の
4
年
生
の
と
き
の
貫
禄
は

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

そ
の
後
、
清
宮
氏
と
村
上
氏
の
話
題
は
早
大

ラ
グ
ビ
ー
蹴
球
部
大
西
監
督
の
逸
話
へ
。
最
後
は

W
C
で
の
日
本
代
表
の
活
躍
に
つ
い
て
お
二
人
に

よ
る
試
合
の
予
想
が
展
開
さ
れ
、
場
内
は
最
後
ま

で
熱
い
盛
り
上
が
り
の
ま
ま
、
講
座
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

明
智
光
秀
の
謎
に
迫
る

静
岡
大
学
名
誉
教
授
の
小
和
田
哲
男
氏
が
、
明

智
光
秀
の
前
半
生
の
謎
、
光
秀
が
織
田
信
長
に
抜

擢
さ
れ
た
理
由
や
働
き
、「
本
能
寺
の
変
」の
真
相

に
つ
い
て
、
最
新
の
研
究
成
果
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
明
智
光
秀
は
、
戦
国
時
代
を
描
い
た
ド
ラ
マ
に

は
よ
く
登
場
し
ま
す
が
、
本
能
寺
の
変
を
起
こ
し

た
こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も
主
殺
し
の
悪
人
の
イ

メ
ー
ジ
も
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
ま
た
、
光
秀
の
前

サ
タ
デ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー 

〜
早
稲
田
の
杜
の
教
養
シ
リ
ー
ズ
〜 

早
稲
田
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
注
目
の
研
究
者
や
専
門
家
を
お
招

き
し
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る「
サ
タ
デ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー 

〜
早
稲
田
の
杜
の
教

養
シ
リ
ー
ズ
〜
」を
2
0
1
8
度
秋
学
期
よ
り
継
続
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
2
0
1
9
年
5
月
、
7
月
、
10
月
に
行
わ
れ
た
3
つ
の
講
演
の
模
様
を
抜

粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Report

一般社団法人アザレア
スポーツクラブ 代表
理事、株式会社ビーフ
ラット 代表取締役NPO
法 人WASEDA CLUB
専務理事。ラグビー
選手として早稲田大

学や社会人リーグで活躍した後、早稲
田大学ラグビー蹴球部、サントリーラ
グビー部の監督を歴任。その独自の指
導法で数々の好成績を収め、人材育成
と組織強化の手法はスポーツ界だけに
留まらず、ビジネス界からも注目され
る。2011 〜 2019年1月までヤマハ発
動機ジュビロ監督。好きな言葉は「有言
実行」。著書に『究極の勝利』（講談社）が�
ある。

■ 清宮 克幸氏

大阪体育大学卒。90年6月よ
り97年2月までラグビーマガ
ジン編集長。98年独立。ラ
グビーマガジン、ナンバー
(文藝春秋)などに寄稿。J 
SPORTSのラグビー解説も
98年より継続中。著書に「ハ
ルのゆく道」（道友社）、「ラグ
ビーが教えてくれること」(あ
かね書房)などがある。

■ 村上 晃一氏

■ 2019年5月〜 11月　実施講演会一覧

講座名 講演者 会場 開催日
ラグビーワールドカップ2019
日本大会の展望

清宮 克幸（早稲田大学ラグビー蹴球部元監督、ヤマハ発動機ジュビロ前監督）
村上 晃一（ラグビージャーナリスト）

早稲田校 2019年5月18日（土）
13:00－14:30

聴いて味わう『源氏物語』 林 望（作家・国文学者） 早稲田校 2019年6月1日（土）
13:00－14:30

明智光秀の謎に迫る 小和田 哲男（静岡大学名誉教授） 八丁堀校 2019年7月27日（土）
10:30－12:00

ポップ・ミュージックの革新
―作詞家としてのマイケル・ジャクソン―

西寺 郷太（音楽プロデューサー、作詞家・作曲家、文筆家） 早稲田校 2019年8月24日（土）
13:00－14:30

国体論 ― 国体と日本近代 白井 聡（京都精華大学講師） 中野校 2019年8月31日（土）
14:00－15:30

アマゾンの戦略
～アマゾン＆GAFAのテクノロジーと組織を読む

成毛 眞（元マイクロソフト・ジャパン代表取締役社長） 中野校 2019年10月19日（土）
13:00－14:30

応仁の乱を考える 呉座 勇一（国際日本文化研究センター助教） 八丁堀校 2019年11月30日（土）
17:00－18:30
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半
生
に
つ
い
て
は
史
料
が
あ
ま
り
な
く
、
謎
だ
ら

け
で
す
。」

有
名
な
桶
狭
間
の
戦
い
の
3
年
後
に
な
る

1
5
6
3
年
の「
永
禄
六
年
諸
役
人
附
」に
、
明
智

が
足
軽
衆
と
し
て
登
場
し
ま
す
。
こ
の
明
智
は
光

秀
の
こ
と
だ
ろ
う
と
小
和
田
氏
は
推
測
し
て
い
ま

す
。「
足
軽
に
は
雑
兵
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
室
町
幕
府
に
仕
え
る
役
人
で
す
。

史
料
の
後
半
で
は
、
15
代
将
軍
に
な
る
足
利
義
昭

に
仕
え
て
い
た
と
も
記
載
さ
れ
て
い
て
、
朝
倉
義

景
に
仕
え
て
い
た
こ
と
は
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

光
秀
が
義
昭
と
信
長
の
橋
渡
し
を
し
た
こ
と
は
、

確
か
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」と
話
し
、
朝
倉
義
景
が

頼
り
に
な
ら
な
い
の
で
、
細
川
藤
孝
と
相
談
し
て
、

当
時
、
日
の
出
の
勢
い
で
上
洛
を
目
指
し
て
い
た

信
長
に
乗
り
換
え
、
信
長
も
渡
り
に
船
と
応
じ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

光
秀
の
名
前
が
確
か
な
文
書
に
登
場
す
る
の
は
、

本
圀
寺
の
変
が
あ
っ
た
1
5
6
9
年（
永
禄
12
年
）

4
月
14
日
付
の「
賀
茂
荘
中
宛
の
木
下
秀
吉
と
の
連

署
状
」が
初
め
て
で
す
。
当
時
、
光
秀
は
京
都
奉
行

を
務
め
て
い
て
、
義
昭
と
信
長
の
関
係
も
良
好
で

し
た
が
、
や
が
て
義
昭
は
、
将
軍
と
し
て
の
実
権

の
な
い
傀
儡
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
信
長
と
の

間
に
亀
裂
が
生
じ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
困
る
の

は
両
属
の
光
秀
で
、
つ
い
に
は
義
昭
と
袂
を
分
か

つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
信
長
に
仕
え
る
こ
と
に
な
り
、
越
前

攻
め
を
始
め
と
し
て
数
々
の
戦
に
参
加
し
功
績
を

挙
げ
ま
す
。
比
叡
山
焼
き
討
ち
の
あ
っ
た
年
の
暮

れ
に
、
光
秀
は
比
叡
山
監
視
の
た
め
に
坂
本
城
築

城
を
信
長
か
ら
命
じ
ら
れ
、
城
主
に
な
る
と
と
も

に
周
辺
の
土
地
を
与
え
ら
れ
ま
す
。「
信
長
の
家
臣

で
初
め
て『
一
国
一
城
の
主
』に
な
っ
た
わ
け
で
す
」

と
小
和
田
氏
。
信
長
の
言
葉
と
し
て「
丹
波
国
日
向

守
働
き
、
天
下
の
面
目
を
ほ
ど
こ
し
候
」と
取
り
上

げ
ら
れ
ま
す
。「
当
時
、
信
長
の
家
臣
団
の
中
で
光

秀
の
評
価
は
ト
ッ
プ
で
し
た
」と
小
和
田
氏
は
言

い
、
そ
の
証
拠
と
し
て「
京
都
馬
揃
え
」の
総
括
責

任
者
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

信
長
の
評
価
が
高
か
っ
た
光
秀
は
、
な
ぜ
本
能

寺
の
変
を
引
き
起
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
様
々
な

説
が
あ
り
ま
す
が
、
光
秀
に
と
っ
て
残
念
だ
っ
た

の
は
、信
長
の
首
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
す
。
首
を
さ
ら
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

謀
反
は
成
功
し
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
山
崎
の
戦

い
で
秀
吉
に
負
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」と
小
和
田
氏
。本
能
寺
の
変
の
真
相
を
は
じ
め
、

明
智
光
秀
は
謎
の
多
い
人
物
で
、
来
年
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
本
が
出
版
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ

れ
ら
も
含
め
て
大
河
ド
ラ
マ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
呼
び
か
け
、
講
演
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ア
マ
ゾ
ン
の
戦
略 

〜
ア
マ
ゾ
ン
＆

G
A
F
A
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
組
織
を
読
む

1
9
9
4
年
に
ジ
ェ
フ・ベ
ゾ
ス
氏
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
ア
マ
ゾ
ン
。
2
0
1
9
年
10
月
時
点
で

の
従
業
員
数
は
お
よ
そ
64
万
人
。
2
0
1
8
年
度

の
売
上
高
は
約
25
兆
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
小
売
業
界
で
は
、『
ア
マ
ゾ
ン
の
巨
大
化
に
よ
っ

て
中
小
規
模
の
小
売
業
者
は
経
営
破
綻
す
る
』と
の

見
方
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
こ
の
見
方
に

疑
問
を
抱
い
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
約
25
兆
円

と
い
う
売
上
高
は
、
他
の
大
企
業
に
比
べ
る
と
と

て
も
小
さ
く
、
実
は
ア
マ
ゾ
ン
は
儲
か
っ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
す
」。

し
か
し
、
ア
マ
ゾ
ン
の
場
合
、
売
上
高
は
小
さ

い
に
も
関
わ
ら
ず
時
価
総
額
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

こ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
長
年
に
わ
た

り
ア
マ
ゾ
ン
の
投
資
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
は
マ

イ
ナ
ス
の
値
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
ア

マ
ゾ
ン
が
毎
年
、
何
か
し
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

設
備
に
投
資
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
投
資
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
値
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
株
式
市
場
で
は
成
長
余
地
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
、
高
い
株
価
が
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
株
主
へ
の
配
当
こ
そ
時
価
総
額
を
形
成
す
る

最
良
の
方
法
と
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
配
当

を
行
な
っ
て
い
る
企
業
の
株
価
に
は
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
配
当
の
有
無
に
関
係
な
く
成

長
力
の
あ
る
企
業
が
株
価
を
上
げ
る
の
は
も
は
や

常
識
で
し
ょ
う
」。

配
当
に
こ
だ
わ
ら
ず
投
資
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
値
を
上
げ
る
こ
と
は
、
株
価
形
成
だ
け
で
な
く

経
営
に
お
い
て
も
要
と
い
え
る
よ
う
で
す
。「
ア
マ

ゾ
ン
が
大
き
く
成
長
し
た
の
は
、
彼
ら
の
技
術
力

や
経
営
に
対
す
る
思
想
が
優
れ
て
い
る
か
ら
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
売
上
高
の
拡
大
や
株
主
へ
の
配
当

を
重
視
せ
ず
、
投
資
に
よ
っ
て
最
新
設
備
を
導
入

し
、
シ
ェ
ア
獲
得
へ
と
つ
な
げ
た
か
ら
で
す
」。

投
資
に
よ
っ
て
多
く
の
事
業
を
展
開
し
、
業
界

シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
ア
マ
ゾ
ン
。
そ
の
動
向
に
注

目
す
る
と
、
あ
る
特
徴
に
気
が
つ
く
よ
う
で
す
。

「
多
種
多
様
な
事
業
を
展
開
し
、
好
ま
し
い
結

果
が
得
ら
れ
た
事
業
に
は
多
額
の
投
資
を
し
ま
す
。

反
対
に
結
果
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
事
業
か
ら
は

即
座
に
手
を
引
く
と
い
う
の
が
ア
マ
ゾ
ン
の
ス
タ

イ
ル
で
す
」。

べ
ゾ
ス
氏
と
ア
マ
ゾ
ン
が
成
し
遂
げ
た
偉
業
に

は
ま
さ
に
驚
く
ば
か
り
。
現
在
、
日
本
国
内
で
は

ア
マ
ゾ
ン
の
よ
う
な
革
新
的
な
企
業
は
見
受
け
ら

れ
な
い
も
の
の
、
今
後
、
飛
躍
的
に
成
長
す
る
可

能
性
が
あ
る
事
業
が
多
々
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
で

す
。
こ
う
し
た
事
業
を
成
功
へ
導
く
秘
訣
に
つ
い

て
、
成
毛
氏
は
こ
う
語
り
ま
す
。「
ま
ず
は
株
式

市
場
に
対
す
る
価
値
観
を
変
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

ど
ん
ど
ん
投
資
を
し
、
他
社
と
の
差
別
化
や
コ
ス

ト
削
減
を
は
か
る
の
が
賢
明
で
す
」。

設
立
後
20
年
ほ
ど
で
世
界
最
強
の
ネ
ッ
ト
企
業

へ
と
成
長
し
た
ア
マ
ゾ
ン
。
創
業
者
の
ジ
ェ
フ・ベ

ゾ
ス
氏
、
ひ
い
て
は
ア
マ
ゾ
ン
の
経
営
に
は
た
し

か
な
成
功
法
則
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
内

容
が
多
分
に
盛
り
込
ま
れ
た
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

1944年静岡市生まれ。早稲田大
学大学院文学研究科博士課程修了。
文学博士。2009年まで静岡大学教
育学部教授。公益財団法人日本城
郭協会理事長。専門は日本中世史、
特に戦国史。著書に『小和田哲男
著作集』(全7巻)、『近江浅井氏の研
究』、『戦国三姉妹―茶 ・々初・江の
数奇な生涯―』『明智光秀・秀満』な
どがある。

■ 小和田 哲男氏

1955年生まれ。1986年マイクロソフ
ト株式会社に入社。1991年同社社長に
就任。2000年に退社後、投資コンサル
ティング会社「株式会社インスパイア」
を設立。2011年書評サイトHONZを開
設。元早稲田大学ビジネススクール客員
教授。著書に『amazon 世界最先端の戦
略がわかる』（ダイヤモンド社）、『俺たち
の定年後 ― 成毛流60歳からの生き方指
南』（ワニブックス）など多数。

■ 成毛 眞氏
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Information

会員先行申込の場合は……

会員先行申込の開始後、当センターホームページトップ画面内にピンク色のバナーが
表示されます。バナー内の青い文字「こちらからログイン後」をクリックしてください。

急な休講が発生した場合は……

携帯電話のショートメッセージサービス（SMS）を利用して休講のご連絡をいたし
ます。迅速に休講情報をお受け取りできますので、ご登録がお済みでない方は、
以下の方法にてぜひご登録ください。
登録方法（会員の方）
①当センターホームページからMyPageにログイン
②「会員情報変更」をクリック
③画面下部の携帯番号欄に電話番号を入力
④最下部の「更新する」ボタンをクリック
※各校事務所窓口でも登録可能です。
※�携帯番号をご登録されていない方には、これまで通りお電話にてご連絡させていただきます。

悪天候による休講時は……

雪、台風等の悪天候による全学休講は個
別連絡をいたしません。
休講とする場合はホームページでご案内
いたします。お出かけの際にご確認くだ
さい。
センターホームページ：https://www1.ex-
waseda.jp/guide/classes.html

※「早稲田大学緊急用お知らせサイト」の
利用は終了しました。

「こちらからログイン後、」をクリック

「学びたい」に応えます    社会人のための必修教養講座
忙しい毎日の中でも「学び」をあきらめない社会人の方に受講いただけ
るよう、平日夜・土曜日に開講されます。2019年度は文学、歴史、芸
術はじめ多くのジャンルにおいて全35講座が実施されました。受講を
通じ、大人だからできる「学び」と出会ってください。
� 八丁堀校・中野校

中学校入学前に英語を鍛える    Waseda Kids English
小学生を対象に、日本語を介さず「聞く・話す・読む・書く」の四技能を学
習できます。講師はハーバード大学教授のI・A・リチャーズが開発した、
英語を母語としない人のための英語教授法を取り入れ、中学入学後に
英語が得意科目となるよう、子供たちの指導にあたります。
� 中野校

シリーズ講座    ‌�2020年 東京オリンピック、 
パラリンピックを楽しむ

目前に迫った正規の大イベントをより楽しみたい方におすすめの講座
です。各競技のオリンピアン、パラリンピアン、コーチをはじめ、報
道関係者、企業のスポンサーシップ担当者などを講師に招き、様々な
視座を提供します。� 早稲田校

『人財育成という社会貢献』×
『誰でもできるICT』でキャリアプラン

次代を支える子供たちを
“グローバル・ICT人財”に育てる 
指導者養成講座 体験セミナー

世界のこれからに貢献できる人財育成にご関心
をお持ちの方や、人の育成を通じて自らも学び、
成長されたいとお考えの方を対象に2019年8月の
2日間にわたり開催し、100名を超える方に参加
をいただきました。2020年度は通常の講座とし
て開講を予定しています。

無料体験セミナー

2019年度からはじまったさまざまな講座・セ
ミナーのご紹介です。2020年度も開講を予定し
ています。

はじめまして
講 座

2019年度


